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【社会福祉学部】 
 
◎社会福祉学科の３つの方針 
≪健康福祉学部社会福祉学科がめざす人間像≫ 

 社会福祉学を基礎として、より良き福祉社会の実現に向けて、専門的知識技術と実践力、応用力を備えて行動できる人 
 

学位授与方針（ディプロマポリシー） 
 

 ［知識・理解］ 
・社会学、法学、心理学、医学などの隣接諸科学を応用した社会福祉学を中核に、対人援助に関する実践的な知識と

技術を習得している。 
［思考・判断］ 
・人や地域社会で生じる課題について、人と環境の関係に着目した中で理解しその課題を解決する方策を考えること

ができる。 
［技能・表現］ 
・人や地域社会で生じる課題に対して、さまざまな資源を活用して解決する方法を提案し、また実行することができ

る。 
［態度］ 
・地域社会の様々な人々に関心を持ち、コミュニケーションをとることができる。 

［関心・意欲］ 
・人や地域社会で生じる出来事や課題に対して関心を持ち、生涯を通して人々の福祉増進のために貢献するという意

欲を持つことができる 
 

教育課程方針（カリキュラムポリシー） 
 

 ・社会学、法学、心理学、医学などの隣接諸学科を応用した社会福祉学を中核に、対人援助に関する実践的な知識と技 
術を習得するための科目を配置する。  

 ・社会福祉にかかわる就労に向けて要求される専門的な資格（社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、高校福祉科 
教員免許、認定心理士など）に関する科目を配置する。 

 ・社会福祉の実践現場で適用し、応用できる実践的能力を習得するため社会福祉実践にかかわる演習科目と実習科目を 
配置する。 

 ・人や地域社会で生じる課題に対する意識を高め、理論的な思考やコミュニケーション能力を養うための少人数単位の 
ゼミナール形式の演習科目を配置する。 

 
入学者選抜方針（アドミッションポリシー） 
 
社会福祉学科では、将来、社会福祉施設や医療機関等で活躍できる専門職や、社会の幅広い分野で働く福祉的人間力

を備えた人材の育成を目的とし、次のような能力、意欲、適性をもった学生を受け入れることを基本方針とする。 
 

①自分を成長させ、人の役に立ちたいという意欲のある人 
②人や地域社会に興味を持っている人 
③世の中の出来事に関心を持っている人 
④社会福祉の仕組みやあり方を学習するために必要となる基礎学力がある人 

 
以上のような基本方針に基づき、本学科では社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、教員等を養成するための専

門科目群を準備している。多様な専門性に開かれている本学科への入学を希望する人は、高等学校におけるさまざまな

学習を積極的に取り組んでおくことを望む。教科の中では特に、心情豊かに伝えあうコミュニケーション力を養う「国

語」、現代の社会について主体的に考え、人間としての在り方や生き方について学ぶ「公民」、思考力を伸ばし、日常の

生活に必要な知識と技術を習得させる「家庭（福祉領域）」の内容に興味を持って学習していることを期待する。また、

保健体育、芸術や課外活動などにも積極的に取り組み、協調性や自主性を培おうとする姿勢も大切である。 
 

 
 
 
 
 


